
授業計画

自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科

時 期 車体3年前期 単元 学科 教科名

1．実務経験のある教員による授業科目 該当 非該当

車体溶接理論

科 目 車枠及び車体の整備
教科書等

持参品

発行日
2020年3月25日

車体整備（日本自動車車体整備協同組合連合会）

総時限

2024年度

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

15時限　(24時間) 教科担当 教科担当

自動車車体整備士として、自動車整備全般の実務経験がある教員により自動車に関する力学、計算、製図等について指導す

る。

３．授業の到達目標（この授業を学ぶことで学生は何を理解し何が出来るようになるのか）

・電気抵抗スポット溶接について

・ガスシールドアーク溶接について

・電気アーク溶接について

・各種溶接作業を理解する

・酸素・アセチレンガス溶接について

筆記試験(100点満点)で60点以上を合格とする。

車体整備155ページから193ページまで読んでおくこと

5．準備学習

4．学習評価（期末試験での主な試験項目）



授業計画

自動車整備・ボディリペア科、自動車整備・カスタマイズ科

時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 車体整備（日本自動車車体整備協同組合連合会）

2

3

4

5

6

7 ■ミグアーク溶接のメタル移行、ミグアーク溶接の装置構成（P170 ～P173 ）

8

10

11 ■トーチの炎、ガス切断（P181～P182）

12 ■電気アーク溶接の概要説明、原理、電気アーク溶接に用いられる用語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P182～P183）

13 ■交流アーク溶接機、溶接棒（P185～P186）

14 ■溶接欠陥、電気アーク溶接の安全衛生（防止対策）（P186～P189）

15 ■期末テスト

■：対面授業

 ７．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

車体3年前期 学科 車体溶接理論

2024年度

■溶接の概要説明、種類、各特長　　（P156 ）

■自動車ボデーに電気抵抗スポット溶接が用いられる理由と長所　

■電気抵抗スポット溶接の原理　（P157～P158）

■溶接ガン、トランス、制御装置、電極チップ（P159 ～P162）

■加圧機構、片面2点打ち、溶接作業の注意事項、サンプルテスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P163～P166）

■ガスシールドアーク溶接の概要説明、ミグアーク溶接の特徴

ミグアーク溶接の作動原理　（P166～P167）

■ミグアーク溶接の作動順序、ミグアークスポット溶接、ミグアークプラグ溶接

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P167～P169）

■シールドガスとワイヤ、ミグアーク溶接ワイヤ、作業要領

電気抵抗スポット溶接とミグアークプラグ溶接の比較（P173 ～P175）

9
■ガス溶接の概要説明、ガスの特性、アセチレンガス及び酸素の供給方式

（P177）

■酸素アセチレン溶接装置（P178～P181）


